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幼児が遊びを通して学んでいること

－｢遊び」の中の「学び」という観点から一

山名裕子

APerspectiveofLeaminginPlay(1)
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１．はじめに

幼児教育では「遊びの中の学び」ということばがよく

使われる。幼児期の子どもが主体的に環境とかかわろう

とするとき，その活動の中にある経験からさまざまなこ

とを学んでいるという意味である。一見，無秩序に遊ん

でいるようにみえる子どもでも，保育者の意図や願い，

発達観が反映されている環境の中で，自らが主体的にか

かわっている。そしてそこから学ぶことは，インフオー

マルな知識ではあるけれども，それがそれ以降の発達に

おいて意味のあることなのである。

また学びとは，教師によって一斉に同じ内容を，ある

いは教師の知識を教授されることだけをさすわけではな

い。子ども自らが環境に主体的にかかわり，その中から

感じたり考えたりする過程が，学びなのである（佐伯，

2001)。そういう意味では当然，「遊びから学びへ」では

なく「遊びの中の学び」なのである。

それでは，このような学びの過程が，幼児期の子ども

になぜ必要なのか，ということについて本稿では具体的

な事例から論じる。特に，知的な側面に関する事例とし

て数量感覚の獲得を中心に，また社会的側面に関する事

例として道徳‘性の芽生えについて考察する。なお，事例

の中の名前はすべて仮名である。

２．遊びを通して学ぶ数量感覚

2-1．数量感覚とは

私たちの生活に数量の理解はかかせない。今日が何月

何日であるか，財布にお金がいくら入っているか，料理

をするときに必要な材料はどれぐらいか，すべて数量の

理解が必要になってくる。

たとえば，多くの幼稚園でおこなわれているように，

子どもたちは朝登園したときに，出席帳にシールを貼る

ということをする。それは今日が「何月何日」という完

全な理解でないにしろ，１ヶ月のカレンダーの中で「今

日はどこなのか」ということを意識する一つの活動に

なっている。あるいは，お店屋さんごっこで，売る商品

に値段をつけるときに，それは実際の金額とは違ってい

ても，大きなものや，その子どもにとって価値のあるも

のは，もしかしたら，他のものに比べて「高い値段」が

つけられるかもしれない｡おままごと遊びをするときに，

｢なく」や「フライパン」からあふれないように「やさい」

を入れないといけないかもしれない。

このような経験や活動を通して獲得する数量に関する

知識のことをインフォーマル算数の知識（informal

mathematicknowledge）という。この知識は，小学校

で習うような数記号を使う正式で公式的な算数の知識で
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鯖後の語＝字このグループにはものがいくつ
ありますか？」という質問に対すゐ答え

あるフォーマル算数の知識（formalmathematic

knowledge）とは区別される（丸山・無藤，1997)。イ

ンフォーマル算数の知識は，断片的で非体系であり，

フォーマルな知識と矛盾することもある（Bruer，

1993/1997)。しかし，その後の学習において邪魔になる

ようなものではなく，むしろ，このような豊かな経験が

大人になってからの数量の理解のもとになる。

幼稚園教育要領では，幼稚園修了までに育つことが期

待される心‘情，意欲，態度について，その内容やねらい

を達成するために指導することがらを，５つの領域とし

て示している。その５領域とは，心身の健康に関する領

域「健康｣，人とのかかわりに関する領域「人間関係｣，

身近な環境とのかかわりに関する領域「環境｣，ことば

の獲得に関する領域「言葉｣，および感′性と表現に関す

る領域「表現」である。この領域「環境」の中でも数量

の感覚を豊かにするねらいとして，表１に書かれている

ように，幼児の自発的な必要感や関心が重要であると述

べられている（文部科学省，2008)。

2-2．幼児期における序数と基数の理解

年中の男の子と女の子が，ミニトマトをそれぞれ採っ

て手に隠してやってきた。「ほらっ」と一緒に手を広げ

て見せてくれたのだが,私は「いくつずつ採ってきたの」

とわざと聞いてみた。すると女の子はすぐ「２個！」と

元気よく答えのだが，男の子は「いっぱい」といって少

し間があいた後，そしてまた手を握りしめた後に「やっ

ぱり４個」と答えたのである。たしかに,女の子は２個，

男の子は４個，ミニトマトを握っていた。

中沢・丸山（1998）は子どもが集合数３を理解し，４

を理解できるようになるのには４歳から５歳前後になっ

てからであり１年前後の長い時間を要すると述べてい

る。この男の子もちょうど「4」という理解を獲得しは

じめているため，「少し間があいた後」で「4」と答えた

ではないだろうか。

序数（cardinalnumber）とは，その集合の中の数を

順序で表す数のことで，基数（ordinalnumber）とは，

数えたときに，最後の数がその集合を表す数である。こ

のような序数と基数の理解について，Ｃａｓｅ（1996）は

序数的理解と基数的理解が統合される理論を図ｌのよう

に考えている。図ｌの（Ａ）の基数的な理解（全体量の

スキーマ）で示されている「～より多い」｢～より少ない」

という理解は，図のように「2」と「6」という数の理解

ができていなくても，「どちらが多いか」「どちらが少な

いか｣という理解ができるようになることを示している。

(B）の序数的な理解（計数のスキーマ）とは，ある集

合の中にいくつ含まれているかを数えることによって理

解できるようになることを示している。これらの理解は

4歳頃までに別々に獲得され，６歳頃になると（C）の

表１幼稚園教育要領解説（文部科学省，2008）にお

ける数量の感覚に関する記述

４

身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」

感じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し

て，豊かな感‘性や表現する力を養い，創造′性を豊かにする。

ねらい

（１）身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な事象に

興味や関心をもつ。

（２）身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだり，考

えたりし，それを生活に取り入れようとする。

（３）身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，物

の性質や数量，文字などに対する感覚を豊かにする。

内容《内容は１１の項目に分かれているが，数量に関する内

容と具体的な記述についてのみ抜粋》

（８）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。

数量や図形についての知識だけを単に教えるのではな

く，生活の中で幼児が必要感を感じて数えたり，量を比べ

たり，様々な形を組み合わせて遊んだり，積み木やボール

などの様々な立体に触れたりするなど，多様な経験を積み

重ねながら数量や図形などに関心をもつようにすることが

大切である。

(Ｂ)計数のスキーマ(Ａ）傘休職のスキーマ

２３

図１２つのスキーマが統合されて，１つの心的数直

線を構成される（Case，1996）

具体物と抽象的な数字を結びつけることができるようになる

ことによって，簡単な計算が可能にある。

指に
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(b）

数量の感覚とは，早くから数字が書けることや足し算

ができるようになることをさすのではない。また大人の

抽象的な数量概念をそのまま押しつけたり，教えたりす

ることをさすのでもない。その子どもが日常の遊びの中

で自然とものを比べあったり，数を数えたり，何かを配っ

たりすることで身につけられていく感覚のことを示す。

それはしばしば，大人の数量概念とは矛盾するかもしれ

ないが，そのような日常生活の中での自然な経験が，む

しろ幼児期では重要なのである。
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幼児が遊びを通して学んでいること－「遊び」の中の「学び」という観点から一

ように統合されていく。「～より多い」「～より少ない」

という理解が「2」と「6」を比較して「６の方が多い」

というような数字と結びつくように，具体物と抽象的な

数字を結びつけることができるようになり，簡単な計算

ができるようになることを理論化している。

数概念,特に計算に必要なリテラシー（基本的な能力）

のことをニューメラシー（numeracy）という。「～より

多い」という理解も,ニューメラシーである。「2」と「6」

という数がわからなくても，「6」の方がなんとなく多い，

と感じるかどうかも数量の感覚といえる。しかし実は，

このような感覚は自分を中心として考える場合，少し複

雑になるかもしれない。たとえば，ミニトマトが好きな

子どもにとっては「6」個であっても「少ない」かもし

れないし,嫌いな子どもにとっては｢2｣個であっても「多

い」かもしれない。幼児期の子どもたちは単純に抽象的

な「数」だけを切り取って数量感覚を身につけていくの

ではなく，自分の感‘情やそのときの状況を総合的に感じ

ている。私たち大人は，ニューメラシーというときに，

抽象的な「数」だけを切り取って考えてはいないだろう

か。子どもたちは生活の中で様々な経験や活動をおこ

なっている。その中で獲得されている数量の具体的な感

覚は，その後の抽象的な数の理解に必要である。そして

その経験は幼児期であるからこそ，なお，重要なのであ

る。それは小学校での学習，すなわち科学的概念が身に

つくのは，それ以前の，より多くの生活的概念が基礎と

なっているからである（岡本，1995)。小学１年生で初

事例１アンパンマンのカレンダー（年長児）

このアンパンマンのカレンダーは，カツくんが年長の

１２月に作ったものである。見ての通り，このカレンダー

の１２月は４９日まで順に書かれているが，立派なカレン

ダーになっている。小学校に入学する前の子どもでも，

数字を順に書くことはできるし，もしかすると，クリス

マスのある１２月の方が気分的にも楽しく感じられるから

こそ，少し長めに書かれているのかも知れない。

彼は卒園するときに，１２月，１月，２月，４月のカレン

ダーを見せてくれた。「あれ，３月のカレンダーは？」と
目目ノし「樫l農／ｎ乗口LI-・ロ糸ミ〆
聞くと，「僕の誕生日が

あるから，おうちにき

ちんと持って帰ったの」

と教えてくれた。さら

にちょうどその日は幼

稚園での３月生まれの

誕生日会だったのだが，

｢今日は，幼稚園でのウ

ソの誕生日。僕の本当

の誕生日は,明日」と「今

日」を中心として「昨日」

｢明日」という概念も，

獲得していた。

めて足し算を習うが，このような計算に必要なイン

フォーマルな知識は,幼児期の経験から獲得されている。

その経験をどのように捉え,教育に活かしていくのかは，

教師の子どもの発達をみる目が必要となる。

ところで，事例ｌは，ある年長児（カツ<ん）が作っ

たアンパンマンのカレンダーである。彼が作ったカレン

ダーは見ての通り，１２月は４９日まで順に書かれている。

小学校に入学する前の子どもでも，数字を順に書くこと

はできるし,４９日まで書かれているのは，もしかすると，

クリスマスのある１２月の方が気分的にも楽しく感じら

れるからかもしれない。もちろん，１２月が４９日まであ

るのは,数の概念からすると「間違い」である。しかし，

彼自身が正しく書くことにこだわっているのではなく，

遊びの中で，彼なりにこのようなカレンダーを作ってい

るのであれば，「１２月は３１日までしかないよ」という

援助は，彼にとっては必要ないことかもしれない。

また彼は卒園するときに，１２月，１月，２月，４月の

カレンダーを見せてくれた。「あれ，３月のカレンダー

は？」と聞くと，「僕の誕生日があるから，おうちにき

ちんと持って帰ったの」と教えてくれた。さらにちょう

どその日は幼稚園での３月生まれの誕生日会だったのだ

が，「今日は，幼稚園でのウソの誕生日。僕の本当の誕

生日は，明日」と，「今日」を中心として，「昨日」や「明

日」という概念も獲得している。しかしこれが，年少児

だと「昨日」や「明日」という理解は難しい。「明日は

遠足だよ」というよりも，「１つ寝ると遠足だよ」とい

う表現の方が子どもにとっては，よりわかりやすい。

時間の感覚は，その日１日の生活を見通すためにも，

そして少し長期的な見通しをする上でも重要な役割を果

たす。しかし幼児期の子どもの時間の流れ方は大人のそ

れとは違うかもしれない｡特に幼児期の子どもにとって，

大人が区切る生活の時間や時間割が，どのような意味を

もつのか，さらに考えなければいけないだろう。

２－３．形や重さの比較

ある雪の日に，年長児の１人の女の子が３段ケーキを

作っていたという，事例２を読んでいただきたい。

この遊びの中には，大きさの比較，固さ，ケーキの土

台となる丸い雪のかたまりをどのように作るか，あるい

は彼女のイメージしているケーキをどのように具現化し

ようかと試行錯誤している様子も伝わってきて，かなり

高度で複雑な認知過程が含まれている。

次に紹介する事例３では，遊びの中でみられるやりと

りの中にも，さまざまな数量感覚を示すことばが現れて

いる。

「大きい一小さい」ということばや関係は，年少のこ

ろより現れてくる。こどもは「大きいこと」や「大きく

－５７－
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なること」へのあこがれも，そのことばの意味に込めて

いる。またこの事例でみられるような「重い」や「堅い」

というような感覚や，それだけではなく，その関係性の

芽生えのようなもの（堅いから,体重が重くても大丈夫）

も，少しずつ理解しはじめているのだろう。

幼児期の具体的な経験を通して得るこのような数量感

覚は，小学校以降に習う数に関する知識とは，大きく異

なる点がある。それは，体系化された知識ではなく，身

体的な感覚を通して得ることが大きいことである。村井

(1987）は，幼児期においては，記号的に整理されない

認識すなわち，子どもの具体的な活動をとおしての，

外から与えられたものではない認識活動の重要性を指摘

している。「数」という記号的な認識においても，それ

を単に教えられることが大切なのでなく，特に幼児期で

は，文脈のある遊びの中で，身体感覚を含む具体的な経

‘験を通して学ぶことが必要なのではないだろうか。先取

りの教育ではなく，その時期の経験から得られる生活的

概念が重要なのである（岡本，1995)。

浜田（2009）は,文字の読み書きの獲得について触れ，

文字と認識できなかったときから,それが音として読め，

意味としてわかるようになっていくことが，子どもに

とって嬉しい体験であり，そして周囲が強引に押しつけ

て獲得されるものではなく，子ども自身がわかっていく

過程が大切なことであり，学ぶことの本来の姿は自分が

生きている生活世界に，得られた力を組み込むことであ

る述べている。おそらく数量の獲得にかんしても同様の

ことがいえるだろう。

事例２雪で作った３段のケーキ（年長児）

彼女は，一番下の土台を作るために，フライパンに雪

をいっぱい入れて，その上に体重をかけ，ギューと固め

ていた。そしてフライパンをひっくり返そうとしている

のだか，なかなかうまくいかない。何度も何度も挑戦し

ながら,ついに成功。きれいな形の土台ができた。その後，

少し大きめの茶碗をもってきて，その中に雪を入れて

ギューと固めて,土台の上にそうっとひっくり返す｡次は，

先ほど使った茶碗よりも一回り小さいものを，おままご

とかごをじっくり見回しながら探しだし，雪を固めて，

２段目の上にそうっとひっくり返した。それから，カラ

フルな色を塗り，ケーキを完成させていった。
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事例３遊びの中での数量感覚（年中児）

園庭になっている花桃の実と桜の実を年中児の女の子

たちが取っている。マァヤが，バケツの中に入っている

自分が取った実を「ほら，大きいのと小さいの」といい

ながら見せてくれた。「ほんとだね，大きいのと小さいの

があるんだね」と著者が答えると，彼女は「大きいの，

いいにおいがするんだよ｡」と大きい方の実をとって，私

の鼻の近くまでもってきてくれた。そんな様子をみてい

たココナが「ねえ,実をとってよ」と桜の木の方を指さし，

桜の実を取って欲しいといってきた。私は「(体重が）重

いから登れないよ。（木が)折れちゃう」と答えたのだが，

そこをたまたま通りかかったトモが「(桜の木は）堅いか

ら(登っても)大丈夫だよ」とアドバイス。「大丈夫かな？」

と答えると，「うん，やってみたら？」と少しはにかみな

がら，また自分の遊びへと戻っていった。

３．学びの基礎

３富１．同じ事を繰り返すことの意味

写真ｌは，冒頭の「雪ケーキ」を作っていた女児の横

にいた，年長児の男児の様子である。絵の具を溶かした

容器に雪を入れて，何度も何度も筆でかき混ぜている。

絵の具の変化をみているのか，あるいは，雪の溶け方を

みているのか，いろいろ考えることができる。写真の年

長児はこの「遊び」にかなりの時間を費やしている。そ
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幼児が遊びを通して学んでいること－「遊び」の中の「学び」という観点から一

う，もちろん，これも子どもの「遊び」である。

乳幼児期の子どもたちは，大人がみていて「何が楽し

いのかな」と思えるようなことにでも，長い時間をかけ

ることがしばしばある。一見，同じような行為にみえて

も，子どもにとっては，その都度，新しい発見があるの

だろう。鯨岡・鯨岡（2004）は，何かを作ることが目的

の場合であったとしても，子どもの遊びにとっては，そ

の完成が目標というより，その過程での活動や，そこか

ら得られる変化自体が目的であり目標であると述べてい

るが，この写真の男児も何度も何度も繰り返すことで，

その変化を楽しんでいるのではないだろうか。

3-2.Ｔ結果的に」学んでいること

木下（2010）は,子どもの発達について考えるときに，

能力や機能のつながりを，丸ごと理解すことが重要だと

述べている。すなわち，子どもの発達を語るときに，運

動能力や言語能力といった何かしらの能力を主語におく

のではなく，「○○ちゃん｣，という子どもの名前を主語

において語ることが実践討議には重要なことだと指摘し

ている。それは，何かの能力を伸ばすため，何かを学ば

せるため，ではなく，遊びの中で「結果的」に「つなが

り」ながら，何かが「できるように」なっていたり，「身

について」いたりすることである。さらにいえば，○○

能力と大人が区別して取り出したとしても，子どもに

とっては，わけることのできない，つながっているもの

の一つである，という認識をもち，子どもの遊びを考え

ていかないと，単に，何かの能力を獲得するための，数

遊び,や体育遊び,といった「遊びではない遊び」になっ

てしまうかもしれない。

数量概念の発達においても，今までその多くは，実験

的な手続きのもと,何歳ではどのようなことが獲得され，

何歳ではこのようなことが考えられるというような，い

わば，その年齢に平均的な能力の測定を重視してきた。

もちろん，年齢ごとの能力をどのようにみるのかは，発

達を語る上でも重要なことである。たとえば「年少児ら

しさ」や「５歳児らしさ」ということばに表されるよう

な能力の理解は,子どもとかかわるうえでは重要である。

しかし，そのような能力にしばられすぎて，本来の子ど

もの姿が見えなくなることは本末転倒である。あくまで

も「柔らかなものさし」としての発達的見方は重要であ

るが，「５歳児なんだから，これができるはずだ。こう

しなければいけない」というものでは，決してない。

津守（1979）は，充実した遊びの中には認知の発達の

重要な要素がすべて含まれており，たとえば数能力の獲

得にかんしても，充実した遊びの中に，結果として十分

に養われていくと述べている。

分析的にみること，目的的にみることだけが遊びを理

解することでなく，むしろその逆で，結果的に，何かを

獲得している，そしてそれは，子どもの遊びの中で得ら

れるのである。

「遊び」と「学び」は本来，揮然一体のものであり，

子どもの世界では，遊ぶことも学ぶこともほとんど区別

がない。遊びの中で学んでいるものだし，学びは遊びこ

ころをもって生じている（佐伯，2004)。真の学習の成

立は，生活の必要から学ぶ場合と，もう一つは興味関心

があって好きで学ぶ場合（すなわち遊びとしての学習）

であり，遊びとしての学習はある意味でいい加減で融通

がきくものである（清水，1996)。この「遊びこころ」

や「ある意味でいい加減」な子どもの遊びを，私たち大

人がどのように楽しみながら眺めたり，一緒になって遊

んだりできるのか，ということが，子どもの遊びを理解

するためには，必要なことなのかもしれない。

４．かかわりの中で学ぶこと

遊びの中で学んでいることは，もちろん，知的な側面

だけではない。友だちとの関係や，保育者との関係，あ

るいは自分の気持ちをどのように伝えたり，おさえたり

するのか，ということも子どもは学んでいる。

4-1．自分なりのこだわりと友だちの思い

事例４では，自分が使ったものを，自分のやり方で片

付けようとしたために，友だちといざこざを起こしてし

まった例をあげている。この事例のタツ<んは，彼なり

事例４ダツ<んのお片付け（年少児）

アンパンマンの紙芝居に最近，夢中のタツくんは，そ

の日もアンパンマンの紙芝居でたくさん遊んでいた。自

分で紙芝居をもってきて，友だちに読み聞かせたり，自

分で紙芝居の順序をおっていたりしていた。お片づけの

時間になり，タツくんは自分で遊んだアンパンマンの紙

芝居を６冊，ひとりで片づけようとしていた。紙芝居の

向きをそろえ，角をそろえ，きれいに重ねて，一所懸命，

元あった場所に運ぼうとしている。でも年少のタツくん

にとって，一つひとつの紙芝居は大きく，まして６冊重

ねるとなると，かなりの重さになる。すると片づけてい

る途中で，運んでいた紙芝居が手の中から落ち，６冊が

ばらばらに落ちてしまった。それを見たヨシくんは,タツ

<んに「ぼく，手伝ってあげる」と，駆け寄ってきた。

ヨシ<んは，さっと駆け寄り紙芝居を拾い始めた。し

かし，タツくんは「いや，ヨシくんやめて，タツくんが

する」と激しく抵抗。ヨシくんは「でも,お片づけでしよ」

と，とても冷静に紙芝居を拾いながら，片づけようとし

ている。タツくんは「ひとりでできるから，やめてヨシ

くん」と，ヨシくんの手を振り払いながら，そして，泣

き出しながら，抵抗している。それでもヨシ<んは手伝

おうとしましたが，タツくんは，「やめて，タツ<んがす

る」と，泣きながら激しく，そして強く抵抗していた。
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の「こだわり」がこの事例からはうかがえる。しかし，

片づけの時間という制約の中では，こだわりをもって片

づけるという，時間的な余裕がない場合がある。ヨシ<

んのように困っているタツくんを手伝ってあげること

は，みんなで使ったものはみんなで片づける，というよ

うに一般的に望ましいように思われるかもしれない。

一方でタツ<んのように，自分なりに自分のやり方で

片づけることにも,発達的には意味があるように思える。

｢こだわり」は，その意味を理解していなければやっか

いなものかもしれない。しかし,こだわるということは，

そのことに意味を見出しているからこそ，自分の思いで，

自分のやり方で行うという側面もある｡特に年少児では，

自分の思いを表現したり，試行錯誤したりすることは，

必要なことなのではないだろうか。奥山（2008）は，あ

る３歳児への継続的な関与観察を通して，幼児の活動の

文脈にある，その幼児にとっての「意味」を考える重要

‘性を述べている。自分のやり方でおこなうことや，友だ

ちや保育者とのかかわりの中にも，学びの過程がある。

4-2．仲間意識とは

事例５は，遊戯室で遊んでいた年中児のカナとカナの

兄（年長児）のもとへ，いつもカナをいじめる，カナと

同じクラスのサトシがやってきた場面である。

幼稚園では友だちが遊んでいるときに自分も入るとき

は「仲間に入れて」と言わないとダメ，とか，「仲間に

入れて」と言われたら仲間に入れてあげる，というよう

事例５いろいろな思い（年中児と年長児）

年中児のカナと兄（年長児）が，遊戯室で技巧台や大

型積木を組み合わせて，仲良く遊んでいた。そこに妹と

同じクラスのサトシが｢僕も仲間に入れて｣とやってきた。

お兄ちゃんはすかさず「ダメ，入れない｣。その男の子が

｢どうして？仲間に入れてって言っているのに」と，一緒

に遊びたい，と訴えていると，お兄ちゃんは「いつもカ

ナをいじめているから絶対に入れない」と大きくたちは

だかった。するとカナも「そうだよ，サトシくんは，い

つもカナをいじめているからダメだよ。昨日だって，カ

ナをいじめたし，その前もいじめたでしよ｡」と今にも泣

き出しそう。するとサトシは「でも今日はまだいじめて

ないよ」と，こちらも負けじと訴えている。

その様子を側で見ていた年中児の担任が,「そうだよね，

いつもカナちゃんのこと，いじめているもんね」と切り

出した。お兄ちゃんも「そうだよ，いつもカナをいじめ

ているんだ」「いじめられるよ，カナ｣。「そうだよね，で

もサトシくんは，今日もカナちゃん，いじめた？」と２

人に聞く。「まだ…いじめてないけど，でもいつもいじめ

るもん｣。サトシは「まだ，今日はいじめてないよ，だか

ら入れて」と。先生は「サトシくん，でもいじめられた

ことって，いじめられたカナちゃんはずっと覚えている

んだよ。だから，今日もいじめたらだめなんだよ」と包

み込むような口調でサトシに言っていた。

な暗黙のルールが，しばしばみられる。しかし，今遊ん

でいる友だちだけで遊びたいこともあるかもしれない

し，「仲間に入れて」と言わなくても，自然に遊びに参

加する子どももいる。このような仲間意識やきょうだい

への思いは，日常の遊びの中で育まれている。そして，

その発達過程は実に多様なのかもしれない。またサトシ

は遊びたい，という思いをぶつけるけれども，それが受

け入れられないこともあるということ，それも，日頃の

自分のようすを指摘され，何もこんなときにもちださな

くても，という思いもあったのかもしれない。このよう

な葛藤から，相手の思いを考えたり，自分の気持ちを整

理したりすることを学んでいくのかもしれない。

担任は「みんなの言い分は，すべてもっともなんです

よね。みんなそれぞれの思いがあるもんね」と，また少

し離れたところで子どもたちが遊んでいるのを見守って

いる。吉村（1991）は，不安のまま放っておくの「心細

いけどやってみたいな」という気持ちを起こさせるのが

指導であり，その方法が援助であると述べている。援助

ということばを用いたのは，不安を乗り越えるのは子ど

も自身であり，保育者は命令するのではなく一緒に乗り

越える方法を考える，そういう存在であるとも述べてい

る。保育者自身の考えを押しつけたり，ましてや裁判官

のように本当のことをいっているのはどっちである，ど

ちらが悪いとか,ということを保育者がするのではなく，

子どもの遊びの中で，学んで欲しいことを「しみ込む」

ように伝えることが保育者の援助となるのだろう。

岸井（2009）は教師と子どものかかわりの中で，教え

なければいけない，育てなければいけない，という気持

ちからではなく，教師が一人の人間として，したくない

こと，してはいけないこと，願っていることを表現する

重要性を指摘している。信頼関係ができていれば，子ど

もは保育者から多様な価値観を学び取り，大人のモデル

として保育者の価値を理解していくのかもしれない。

また大人になるにつれて，道徳的判断にはさまざまな

矛盾をはらんでいることを理解していく。たとえば，赤

信号では止まらないといけないが，暴走してきた車がい

たらそれを避けるために渡らざるを得ないこともあるか

もしれない，嘘をつくのは悪いことかもしれないが，嘘

も方便かもしれない。そのようなさまざまな状況や矛盾

に対応した柔軟的な判断ができるようになることも，重

要となってくるだろう。

５．子どもの遊びと主体性

無藤（1998）は，自主』性を体験から育てるには，活動

自体においていかに子どもの主体‘性を認めるかが重要な

ことであり，子どもが選択できること，体験しつつそこ
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幼児が遊びを通して学んでいること一「遊び」の中の「学び」という観点から－

から現れた問題を追及する自由とゆとりをもつこと，活

動の運営自体を子どもたちの力にゆだねることなども，

もっと広げるべきであると指摘している。また高杉

(2006）は，子どもが遊ぶということは，自ら「状況」

と「脈絡」を創りながら，自分のイメージを実現してく

ことであり，この自ら状況と脈略をつくり判断する力は，

これから人間が生きていくためにきわめて大切なことで

ある，と遊ぶことの，もっといえば，子どもが主体的に

遊ぶことの重要‘性を論じている。そして自分がやりたい

と思って成し遂げたときのその子ども自身の喜びの重要

さを論じながら，子どもが主体的に遊び，自分自身がそ

のことを評価したときにこそ，学ぶものがある（村井，

1987)。

遊びの中での学びについて考えるときに，幼小の連携

やカリキュラムの連続'性から，小学校でおこなうような

授業の形態を幼稚園や保育園でも「運動遊び」や「数遊

び｣などと称しておこなっていることもある｡浜田(2009）

は，「発達というのは，素朴に言えば，新たな力を身に

つけていくことである。そして身につけた力は，本来，

たったいま生きている自らの生活世界のなかで使うもの

であって，将来のために貯めておくものではない」と述

べている｡小学校での生活に困らないようにするために，

幼児期があるのではない。子どもが幼児期に主体的に遊

ぶことによって，今の生活で必要なことを獲得し，そし

てそれが，「結果として」つながっていくのではないだ

ろうか。発達とは結果であって，目標ではない（浜田，

2009)。この意味を考えながら，幼児期での学びについ

て考える必要があるだろう。

子どもの遊びは，主体者である子どもの自発的行為，

自主的行為である（高杉，2006)。また幼稚園教育要領

解説には「遊びは遊ぶこと自体が目的であり，人の役に

立つ何らかの成果を生み出すことが目的ではない。しか

し，幼児の遊びには幼児の成長や発達にとって重要な体

験が多く含まれている（文部省,2008)」と書かれている。

子どもは遊びを通してさまざまなことを学んでいる。し

かし，それは「子どもが自ら主体的にかかわっている遊

びの中で」ということが大切なのである。

６．おわりに

本稿では，子どもたちの何気ない遊びの事例ではある

が，幼児期に必要だと考えられる遊びの中の学びについ

て述べてきた。ここに述べられた事例は，みんなで何か

を一斉におこなっている場面ではなく，それぞれの子ど

もが思い思いの遊びを展開している姿である。このよう

に子ども自身がしたいことに主体的にかかわることと，

同じ活動ではあるかもしれないが，このような活動が用

意されて，みんなで一斉におこなうのでは，子どもの感

じ方が変わってくる。無藤（1998）は，自主性を体験か

ら育てるには，活動自体においていかに子どもの主体』性

を認めるかが重要なことであり，子どもが選択できるこ

と，体験しつつそこから現れた問題を追及する自由とゆ

とりをもつこと，活動の運営自体を子どもたちの力にゆ

だねることなども，もっと広げるべきであると指摘して

いる。

この時期の子どもたちに学んで欲しいことがどういう

ことであるかによって,遊びの援助も当然異なってくる。

その意味を私たち大人もじっくり考える必要があるので

はないだろうか。
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